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1月 15日（金）校内かるた大会が開催されました。 

 これは開校当時から続いている伝統行事で、今年も宮

城県かるた協会の方々にご協力をいただきました。 

 初めて挑戦する 1年生には、かるた協会の方による模

範演技が披露されました。「畳の上の格闘技」と形容され

るだけあり、競技かるたの迫力が伝わってきました。 

本格的な読手
どくしゅ

の声に真剣に耳を傾け取組みましたが、1

年生は札を探すのに時間がかかり、協会の方にヒントを

もらうような場面もありました。 

2年生と 3年生は、ひとりで 60枚以上の札をとる生徒

もいて、実力に差がでてくるようです。 

協会の方によると、高校で競技かるたに取組み、好成

績を納めると大学推薦も受けられるということです。 

また、今年の春に競技かるたを題材にした漫画「ちは

やふる」が実写映画化されるそうで、これから百人一首

はブームになりそうです。 

 

 

迫力ある模範演技 

宮城県かるた協会の皆さん 

そのうち 2名は東北大学かるた

会の 1年生です。 

読手（どくしゅ） 

〈札を読み上げる人〉 



 

小学校                    

    ★ ６年生 先輩に学ぶ ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 3年生 住吉台ここがすてき ★ 

 

                   

 

 

 

 

 

 

      

 
 

 

 

       ★ １年生 昔あそび ★ 

 

 

 

 

 1月 27日(水)、管理校医の大澤寛壽先生をゲストティーチャーとしてお 

招きし、医療の道を志したきっかけや 6年生に望むことなどをお話しして 

いただきました。「机に向かうことだけが勉強ではない。外で遊ぶこと、 

人の話を聞くことも勉強」「目標や夢、こうありたいと願うものを持って 

進んでほしい」「それぞれがやるべきことをやってこそチームワークが生 

まれる」など 6年生の心に響く言葉がたくさん伝えられました。 

 また、6年生からは医療について、先生の学生時代についてなど活発な 

質問がでました。卒業を目前に控えた 6年生にとって、先輩から学ぶ有意 

義な時間となりました。 

時間となりました。 

ました。 
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 2月 1日（月）、「住吉台ここがすてき」と題して、地域について学んでいる 3年生が地域の団体 

やボランティア活動をされている方々をお招きして活動内容や想いをお聞きしました。 

 りんごの木文庫、内藤以貫の墓管理保存会、笠松会、防犯ボランティア、ペンキ塗りボランティ 

ア、住吉だいっ子、読み聞かせボランティアなど７団体の代表の方々に、様々な質問をしながら学 

習を進めました。笑顔で説明してくださる皆さんと聞いたことを一生懸命に書きとめる 3年生との 

素敵な交流の時間となりました。 

   

 2月 12日(金)、1年生は笠松会の方々に昔あそびを指導していただきました。 

 けん玉、コマ回し、竹とんぼ、紙でっぽう、お手玉、おはじき等、児童は慣れない手つきなが 

らも、楽しそうに遊びに取り組んでいました。最後にお礼として児童が紙で作ったお花をプレゼ 

ントすると「素敵な花束で嬉しい」と笠松会の方も喜んでくださいました。 


